
自然の恵み、癒しを提供します
左：本川 彰次さん（68）
右：　　仁美さん（69）

　津野町芳生野で民宿「長寿庵」を営ん
でいる本川さんご夫婦。四国カルストのふ
もと、築300年の歴史ある古民家を活用し
て民宿を行っています。ずーっと昔から時間
がとまったままの空間には、ふだんの生活と
は別の時間が流れています。昔ながらの懐
かしい生活様式にあふれた屋内では囲炉裏
を囲んでの食事や五右衛門風呂を利用する
ことができます。訪れた観光客には山菜採り
や野菜の収穫体験なども提供しているそう
です。また、地元の方々や宿泊をしない方
にも楽しんでもらいたくて、囲炉裏端での食
事のみの受入れも大歓迎だそうです。
　民宿の女将である仁美さんは「四万十川
源流の美しい自然。ここはそれ以外に何も
ないのが素晴らしい。多くの方に心行くまで
この時間を堪能してもらいたい」と民宿に懸
ける想いを語ってくれました。

　興津地区でハウスミョウガ18アール、水稲20アー
ルを作付されている松井さんご家族。仲のいい方と
ウォーキングに出かけたり、いきいき百歳体操に参加
することが家族共通の趣味とのこと。親子そろって毎
日健康で、仲良く暮らしていくことが目標だそうです！

元気の秘訣は運動！
松井 宣夫さん（78）
松井 初子さん（72）
松井 宏太さん（46）

　「大野見七面鳥生産組合」の組合長をされている
松下さん。テレビで七面鳥が取り上げられたことで、
出荷に大忙しだったそうですが「やっと落ち着いてき
た」とのこと。生産農家が少ないため、上質な七面鳥
を生産できる技術を繋げ、地域の活性化に繋げたい
と日々奮闘されています！

興津地区より

東津野地
区より

　梼原町飯母の中越結夫さんと律子さんご夫婦。米
ナスを栽培してなんと26年！  梼原地域での米ナス栽
培を普及させた存在でもあります。栽培へのこだわり
もたくさんあり、梼原地域のＩＰＭ技術普及の先駆けと
しても活躍しています。
　中越さんご夫婦は「この地域の農業を守っていきた
い。元気なうちは頑張って米ナスを栽培したい。」と、
若い生産者への期待も込めて今後の意気込みを語っ
てくれました。

米ナス一筋26年
中越 結夫さん（80）
　　 律子さん（73）

梼原地区より

なか　ごし　ゆい　お

りつ　こ

しょう　じ

まつ　い　のぶ　お

地域の皆さんに支えられています
松下 昇平さん（32）
まつ　した　しょうへい

大野見地区より

ひと　み

と　き　

心地よい煙が漂う囲炉裏

まつ　い　はつ　こ

まつ　い　こう　た
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津野山地域

津野山地域津野山地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

加工用ワサビ生育進む

四万十地域

カントリーエレベーター総会開催

　

2
月
29
日
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
利
用
組
合
総
会
が
開
か

れ
、
利
用
組
合
員
２
２
０
名
（
内
出

席
74
名
、
委
任
状
１
４
６
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
収
支
決
算
の
報
告

の
ほ
か
、
次
年
度
の
活
動
計
画
と

予
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
す

べ
て
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
併
せ
て
G
A
P
の
講
習
会

も
開
か
れ
ま
し
た
。
G
A
P
と
は

食
品
安
全
や
環
境
保
全
、
労
働
安

全
の
持
続
が
期
待
さ
れ
る
生
産
工

程
管
理
で
、
今
年
度
か
ら
栽
培
方

法
に
関
す
る
記
載
事
項
が
増
え
る

な
ど
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

農
業
経
営
の
改
善
や
効
率
化
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て

講
習
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

四
万
十
町
東
大
奈
路
の
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
色
彩
選
別

機
を
導
入
し
て
良
品
質
米
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

品
質
の
確
保
や
安
定
化
の
た
め
、

選
別
機
を
使
用
し
て
い
な
い
組
合

員
へ
の
積
極
的
な
利
用
推
進
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

津
野
山
地
区
管
内
で
加
工
用
ワ

サ
ビ
の
生
育
が
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
寒
さ
の
厳
し
い
津
野
山
地

区
の
冬
場
の
作
物
と
し
て
栽
培
に

取
り
組
み
、
今
年
は
生
産
者
４
名
、

面
積
16
ア
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
降

雪
も
少
な
く
、
津
野
山
ら
し
く
な

い
温
暖
な
冬
で
し
た
が
、
ワ
サ
ビ

の
生
育
は
良
好
で
病
害
虫
の
被
害

も
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
春
が
近
づ
く
に
つ
れ
て

益
々
生
育
ス
ピ
ー
ド
も
加
速
し
、

５
月
に
は
出
荷
を
迎
え
ま
す
。

　

津
野
山
の
厳
し
い
冬
の
環
境
下

で
も
た
く
ま
し
く
青
々
と
生
長
す

る
ワ
サ
ビ
で
す
が
、
近
年
で
は
生

産
者
の
高
齢
化
や
栽
培
の
難
し
さ

な
ど
か
ら
生
産
者
数
、
面
積
と
も

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
津
野

山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
は
ベ
テ

ラ
ン
農
家
の
栽
培
技
術
を
基
軸
に

管
内
生
産
者
の
収
量
ア
ッ
プ
、
利

益
率
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

夏
秋
栽
培
が
中
心
の
こ
の
地
域
で

冬
季
栽
培
と
し
て
収
入
を
得
る
た

め
の
貴
重
な
品
目
と
し
て
更
な
る

生
産
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高知県園芸品展示品評会名産アスパラガスの販売促進活動

　

２
月
21
日
、
県
内
の
卸
売
業
者

と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
販
売
方
法
の

打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
圃
場
を
職
員
と
業
者
が
視

察
し
、
生
育
状
況
や
出
荷
量
を
確

認
し
ま
し
た
。
3
月
初
旬
に
か
け

て
春
芽
と
し
て
収
穫
さ
れ
る
管
内

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
甘
み
や
太
さ

な
ど
の
評
判
が
よ
く
、
従
来
の
束

で
の
販
売
の
ほ
か
に
も
、
店
頭
で

の
バ
ラ
売
り
な
ど
も
検
討
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
今
後
は
初
夏
に

か
け
て
再
び
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
お
い
し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

　

津
野
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、

春
の
芽
吹
き
を
前
に
ユ
ズ
の
選
定
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
津
野
町
と
梼

原
町
の
2
部
編
成
の
講
習
に
は
、
両

町
か
ら
総
勢
40
名
の
生
産
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

剪
定
の
実
演
で
は
、
成
り
枝
の
判

断
や
切
り
戻
し
位
置
な
ど
、
樹
ご
と

に
違
う
前
作
の
成
り
状
況
や
枝
の
伸

長
具
合
を
確
か
め
た
う
え
で
、
来
期

の
着
花
量
を
増
や
す
た
め
の
選
定
方

法
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
病

害
虫
防
除
や
追
肥
管
理
な
ど
高
品
質

ユ
ズ
の
安
定
生
産
に
向
け
た
呼
び
か

け
も
行
い
ま
し
た
。

　

津
野
山
青
壮
年
部
は
活
動
の
柱

と
し
て
、
高
齢
化
や
作
業
者
の
不

足
で
重
労
働
と
な
る
ハ
ウ
ス
張
り

に
一
役
買
い
た
い
と
、
地
域
農
家

の
ハ
ウ
ス
張
り
作
業
等
の
受
託
を

始
動
し
ま
し
た
。
本
年
は
10
件
ほ

ど
の
ハ
ウ
ス
張
り
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
は
部
員
の
増
員
や
技
術

を
高
め
、
作
業
に
よ
る
交
流
を
深

め
な
が
ら
産
地
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。
農
業
に
は
不
可
欠
な
作
業
を

通
じ
て
、
新
た
な
農
業
者
の
確
保

へ
つ
な
げ
る
た
め
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ユズ剪定講習会を開催地域農業の維持・発展を思い

議題について承認が行われました

表彰された岡林功二さんアスパラガスの圃場視察の様子

剪定を実演する指導員高所作業を行う部員

生育状況を確認する生産者（氏原 和美さん）

　

3
月
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
高
知
市
で
開
催
さ
れ
た
「
高

知
の
や
さ
い
・
く
だ
も
の
・
花

フ
ェ
ス
タ
」
の
園
芸
品
展
示
品
評

会
で
、
四
万
十
町
興
津
地
区
の
岡

林
功
二
さ
ん
が
野
菜
の
部
（
ミ
ョ

ウ
ガ
）
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
！  

花
蕾
の
張
り

や
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
色
の
鮮
や
か
さ

や
傷
の
有
無
な
ど
が
評
価
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
り
消
費
者

の
目
に
留
ま
り
、
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
今
後
も
高
品
質
な

ミ
ョ
ウ
ガ
の
生
産
に
向
け
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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令和３年度
園芸用ハウス整備事業のご紹介
　ＪＡ高知県が事業実施主体となり園芸用ハウスを建設し、農家にレンタルする補助事業です。必要経費の一部
を県と町に補助を行って頂くことで、農家の投資を少なくし安心して施設園芸に取り組んで頂くための事業です。
　事業区分が下記のとおり分かれており、補助対象限度額および補助率が異なります。

❶ハウス園芸に取り組みたい新規就農者（5年以内）や、
　新たにハウス園芸に取り組む場合
❷ハウス園芸の規模拡大に取り組む場合
❸古くなったハウス（15年以上経過）の高度化（建て替え）に取り組む場合
❹他人が所有または利用していたハウスを修繕や移設をして経営に取り組む場合

事業区分

上
乗
附
帯
設
備

一般ハウス 町軒高・高強度
ハウス 県

補助対象限度額（10a当） 補助率

①新規就農区分

②規模拡大区分

③高度化区分

④流動化区分

流出防止装置付燃料タンク
養液栽培設備
ヒートポンプ・木質バイオマスボイラー
環境制御装置（CO２必須）

800万円

700万円

700万円

450万円

130万円／基
300万円／ 10a
300万円／ 10a
100万円／棟

各事業区分の補助率
〃
〃

1,000万円

1,000万円

1,000万円

―

２/５

１/３

１/３

１/４

１/２ １/４

町により異なる

〃

〃

１/４

令和３年度（令和３年８月～令和４年３月）の導入を希望される場合は、遅くても
今年9月頃までには要望をお伝え頂きますようお願いします。（令和２年度の受け付けは終了しています）

「スクラム箱粒剤」新登場
昨年多かった坪枯れ被害を抑えるために！

園芸用ハウス整備事業とは

補助対象限度額と補助率

事業区分の内訳

建設までの流れ

（令和２年度分のため令和３年度分は変更の可能性があります）

※多くの審査を経ますので、要望＝導入とならない場合がございますことを了承願います※

ウンカ撃退の救世主

津野山地域より

　高知県の水稲栽培におけるウンカ被害のほとんどがトビイロウンカ（秋ウンカ）によって起きています。トビイロ
ウンカは外来種であり、日本よりも温暖な地域で冬を越したのち、６～７月にかけて日本へ飛来します。

　粒剤散布後、苗箱へ灌水せずに移植作業を行った場合、約２０％の粒剤が苗箱から流亡しているというデータ
があります。より高い効果を確保する為に粒剤散布後、苗箱への潅水を確実に行いましょう。

《スクラム箱粒剤》
● 4つの異なる有効成分により、主要な病害虫を長期間防除
● 新規ウンカ剤「トリフルメゾピリム（ゼクサロン）」含有でウンカ類に卓効
● イソチアニル（ルーチン）、ペンフルフェン（エバーゴル）でいもち病、紋枯病に高い効果

●６～７月のウンカ飛来時期（第１世代）を箱処理剤で防除しておくことが、第２～３世代の増殖を抑える
　ポイントです。
⇒トリフルメゾピリム（ゼクサロン）剤は各県の試験場でトビイロウンカに対して非常に有効であると認めら
　れています。

　 飛来後、３世代かけて増殖し続け、栽培後半に「坪枯れ」被害を起こします。

＜日本へ飛来した後のトビイロウンカの増殖過程＞

◎散布後に必ず灌水しましょう

薬剤に関するお問い合わせ先　津野山営農経済センター購買課　☎0889－62－3501
ＪＡ高知県　四万十営農経済センター　営農指導課　島岡　　☎0880－22－5179
ＪＡ高知県　津野山営農経済センター　営農指導課　中越　　☎0889－62－2335連 絡 先

 要　望

 ＪＡ本所理事会審査 県審査  決　定  入　札  建　設

 見積り  計画書作成  地域協議会審査

 レンタル開始

 ＪＡ地区役員審査




